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動物園を科学する
〜動物園のもう一つの楽しみ方〜

動物園は、欧米ではZOOLOGICAL GARDENといわ
れる施設です。すなわち、動物学の研究所としての
役割を担ってきました。日本では、東京の上野動物
園が1882年に開園しましたが、当初の役割として
は娯楽展示と教育でした。
2008年京都大学に野生動物研究センターが設置さ
れ、京都市立動物園と連携協定が結ばれました。日
本で初めて動物園と大学の教育研究連携となった
のです。
一方、日本大学生物資源学部動物資源学科に動物園
学の教授として迎えられた村田浩一氏は2011年横

浜市立の横浜ズーラシアの園長に就任されました。
今回、動物園の動物たちを科学的に研究している
方々をお招きし、ちょっと違った動物園の楽しみ方
を提案していただきます。
動物研究家には動物園はこうあってほしい、このよ
うに見たらさらに楽しめるという方向性を提示して
もらい、シンポジウム参加者が動物園に行ってみた
くなる内容にしたいと思っております。
さらに、このシンポジウムが動物園における心理・
行動研究のあり方を探る一助となれば企画者とし
てうれしいかぎりです。
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動物園学 〜動物園を支えるサイエンス〜

動物園の動物のこころを探る

動物園で学ぶ野生動物の子育て
〜キリン、クロサイ、
� そしてサルの母と子〜

動物園利用者の
視点から
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